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（別紙１） 
 
論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 
 
氏  名 野口理恵 
論文題目 
（外国語の場合は、日本語で訳文を(   )を付して記入すること。） 
 
フランス第三共和政前期の女子修道会 
審査委員 
区 分 職 名 氏 名 
委員長                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
内 容 の 要 旨 
 本学位請求論文は、フランス第三共和政前期の政治と宗教の関係を論じているが、従来の
研究のように教育の世俗化をめぐる共和国とカトリック教会の対立抗争に焦点を当てている
のではなく、福祉や医療の場をめぐる両者の関係に焦点を当てている。分析の結果、学校と
いう場をめぐって展開された共和国と教会の激しいモラル・ヘゲモニー争いとは様相を異に
し、孤児院・保育施設・病院などでは、相対的に緩やかな世俗化過程が進行していたことが
明らかになった。本論文では、孤児院・保育施設・病院の運営に携わっていた女子修道会、
とくに愛徳姉妹会に視点を据えている。それでは、本論文の内容の要旨をしたためよう。 
本論文は序章と終章、および本論に当たる３つの章から成り立っている。まず、序章では
本論文のライトモチーフが述べられ、それに基づいて研究史が整理された。 
近代の修道会研究はフランス革命期と第三共和政期が中心である。かつて、「国家の宗教」
とか「国民多数の宗教」と位置づけられたカトリック教会は、フランス人の習俗にも深く浸
透して人びとの生活に影響を与えていたのみならず、王政や帝政の精神的バックボーンとも
なっており、第三共和国にとって政教分離は重要な争点であった。 
教育の世俗化をめぐる研究、すなわち「共和国と教会」というテーマは、これまで学校と
いう場をめぐる両者のモラル・ヘゲモニー争いという視点から論じられてきた。先行研究の
大半は、伝統的に教育を担ってきた教会の手から共和国が学校を取り戻す過程で生じた教会
と国家の軋轢を前提にして分析を進めている。その結果、第三共和政府の反教権政策につい
て、おびただしい研究がもたらされた。1880年代のジュール・フェリーによる初等教育の義
務化・無償化・世俗化の政策、1904年の修道会教育禁止法や 1905年の政教分離法などに焦点
が当てられた。谷川稔の『十字架と三色旗』（山川出版社、1997年）がその代表である。 
ところで、修道会は教育のみ担っていたのではない。近年、これまで研究の俎上に載せら
れなかった福祉・医療・看護の分野に関心が寄せられるようになり、「私的慈善と公的扶助」
の関係が注目されるようになった。研究視点を教育から社会福祉に移して見ると、教会と国 
  
家の関係は、必ずしも対立抗争の面のみではないことが判る。慈善活動に携わるカトリック
修道女は、教育に携わる修道女に比べて圧倒的に多く、彼女たちの活動を無視してこの時代
の歴史を語ることはできない。 
本論文は、慈善活動を行う修道女に焦点を当て、世俗化政策が苛烈になったときの状況を
明らかにすることを目的としている。この目的達成のために、まず女子修道会の法的立場を
確認し、男子修道会とは違う法によって保護されていたことを指摘した。そして、社会活動
を行う女子修道会の発展過程を概観し、そうした修道会のなかでも、とくに 19世紀のフラン
スで最大規模の会員数を誇った愛徳姉妹会を中心として、女子修道会が貧者を対象として行
った業務を検討した。 
 第１章では、児童保護について国家と教会の取り組みと両者の関係を取り上げている。19
世紀半ばに深刻化したフランス国内の人口停滞問題は、労働力や兵力の問題として国力に直
結する課題であった。それゆえ、政府は法整備などに着手し、これまで顧みられなかった社
会層にまで児童保護政策を推し進めた。しかし、18世紀に修道会が引き受けていた捨て子や
孤児の救済活動は、19世紀でも女子修道会が担っていた。修道会の孤児院に関しては、第三
共和政府によるカトリック排除がもっとも厳しくなった時期以降も、孤児院の数にさほど変
化はなかった。反教権主義の第三共和政府は、修道会系の教育施設に関して厳しい排除政策
をとったにもかかわらず、福祉の分野に関しては、修道会系孤児院の存続を黙認するという
２つの基準を持っていたことが明らかになった。 
 第２章は、福祉の分野にありながら教育機能も果たしている保育施設を取り上げている。
３歳までの子どもを預かるクレシュ、小学校入学までの幼児を預かるサル・ダジールは、19
世紀前半、女性の家庭外労働に対処するため、ともに福祉の観点から設けられた保育施設で
ある。女子修道会はこれらの施設を数多く運営していた。とくにサル・ダジールは、しだい
に就学前の教育施設として期待され、「福祉と教育」双方の性質を併せ持つようになる。1881
年、サル・ダジールはエコール・マテルネルと名称を改め、公教育省の管轄となった。この
ように、本論文は福祉が教育に取り込まれてゆく過程を、認可修道会であり、認可施設を数
多く運営する愛徳姉妹会に着目して考察している。分析の結果、初等教育施設として扱われ
たエコール・マテルネルとは対照的に、福祉施設のクレシュは世俗化の対象にはならなかっ
たことが判った。愛徳姉妹会は福祉と教育を兼ね備えた施設を数多く運営していたため、1904
年の修道会教育禁止法の施行後も施設は直ちに閉鎖対象とはならず、閉鎖命令が出ても一部
閉鎖にとどまるという適用を受けたのは、慈善施設を併設していたことによるだろう。 
 第３章では病院の世俗化に着目している。とくに、アウグスティノ会と愛徳姉妹会が奉仕
する病院の世俗化の様子を検討した。また、アシスタンス・ピュブリーク（公的な救貧事業）
傘下の病院の世俗化が完了したあとも、修道女たちには新たに活躍できる場が与えられてい
ることも明らかとなった。修道会の排除が公的な場のみを対象とし、世俗看護師の養成が遅
れたこともあって、フランス国内でもっとも世俗化が激しい時期ですら、私立病院のみなら
ずアシスタンス・ピュブリーク傘下の病院でも修道女が奉仕する余地があり、第一次大戦に
突入すると、陸軍病院など看護修道女が奉仕する場はさらに広まったのである。 
 終章は結論部である。1880年代と 20世紀初頭における第三共和政府の修道会規制政策は、
たしかに国内の修道会員の数を大きく減らしたが、援助と教育の双方を担う女子修道会の慈
善施設と、そこで働く修道女の活動については大目に見られていた。こうした修道女は、閉
鎖対象となった教育に従事する修道女と違って慈善活動のために修道院の外に出ることも可
能な単式誓願の修道女であり、一般人が目にする機会も多く、彼女たちの奉仕活動も広く知
られていた。こうした状況を踏まえると、第三共和政前期に共和国と教会が激しい抗争を繰
り広げ、修道会が一掃されたという従来の歴史像には修正が必要だろう。 
以上が本論文の内容の要旨である。 
 
 
 
（別紙２） 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
  
 
氏  名 野口理恵 
論文題目 
（外国語の場合は、日本語で訳文を(   )を付して記入すること。） 
 
        フランス第三共和政前期の女子修道会 
審査委員 
区分 職 名 氏 名 
委員長                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
委 員                 印 
要  旨 
本論文は、フランス第三共和政前期の政治と宗教の関係を論じているが、従来の研究のよ
うに教育の世俗化をめぐる共和国とカトリック教会の対立抗争に焦点を当てているのではな
く、福祉や医療の場をめぐる両者の関係に焦点を当てている。本論文では、孤児院・保育施
設・病院の運営に携わっていた女子修道会、とくに愛徳姉妹会に視点を据え、一次史料に基
づいて分析している。それでは、本論文審査の結果の要旨をしたためよう。 
本論文は序章と終章、および本論に当たる３つの章から成り立っている。まず、序章では
本論文のライトモチーフが述べられ、それに基づいて研究史が整理された。 
近代の修道会研究はフランス革命期と第三共和政期が中心である。かつて、「国家の宗教」
とか「国民多数の宗教」と位置づけられたカトリック教会は、フランス人の習俗にも深く浸
透していたのみならず、王政や帝政の精神的支柱ともなっており、第三共和国にとって政教
分離は重要な争点であった。教育の世俗化をめぐる研究、すなわち「共和国と教会」という
テーマは、これまで学校という場をめぐる両者のモラル・ヘゲモニー争いという視点から論
じられてきた。先行研究の大半もこうした視点からのものである。伝統的に教育を担ってき
た教会の手から共和国が学校を取り戻す過程で生じた両者の軋轢が前提とされ、第三共和政
府の反教権政策について、おびただしい研究が蓄積されてきた。1880年代の初等教育の義務
化・無償化・世俗化の政策、1904年の修道会教育禁止法や 1905年の政教分離法などに焦点が
当てられた。谷川稔の『十字架と三色旗』（山川出版社、1997年）がその代表である。 
ところで、修道会は教育のみ担っていたのではない。近年、これまで研究の俎上に載せら
れなかった福祉・医療・看護の分野に関心が寄せられるようになり、「私的慈善と公的扶助」
の関係が注目されるようになった。研究視点を教育から社会福祉に移して見ると、教会と国
家の関係は、必ずしも対立抗争の面のみではない。慈善活動に携わるカトリック修道女は、
教育に携わる修道女に比べて圧倒的に多く、彼女たちの活動を無視してこの時代の歴史を語
ることはできない。本論文の目的は、慈善活動を行う修道女に焦点を当て、世俗化政策が苛 
  
烈になった時期の歴史を明らかにすることにある。この目的達成のために、まず、女子修道
会の法的立場を確認し、男子修道会とは違う法によって保護されていたことを指摘した。つ
いで社会活動を行う女子修道会の発展過程を概観し、そうした修道会のなかでも、とくに 19
世紀のフランスで最大規模の会員数を誇った愛徳姉妹会を中心として、女子修道会が貧者を
対象として行った業務を検討した。 
 第１章では、児童保護について国家と教会の取り組みと両者の関係を取り上げている。19
世紀半ばに深刻化したフランス国内の人口停滞問題は、労働力や兵力の問題として国力に直
結する課題であった。それゆえ、政府は法整備などに着手し、これまで顧みられなかった社
会層にまで児童保護政策を推し進めた。しかし、18世紀に修道会が引き受けていた捨て子や
孤児の救済活動は、19世紀でも女子修道会が担っていた。修道会の孤児院に関しては、第三
共和政府によるカトリック排除がもっとも厳しかった時期以降も、孤児院の数にさほど変化
はなかった。反教権主義の第三共和政府は、修道会系の教育施設に関して厳しい排除政策を
とったにもかかわらず、福祉の分野に関しては、修道会系孤児院の存続を黙認するという２
つの基準を持っていたことが明らかになった。 
 第２章は、福祉の分野にありながら教育機能も果たしている保育施設を取り上げている。
３歳までの子どもを預かるクレシュ、小学校入学までの幼児を預かるサル・ダジールは、19
世紀前半、女性の家庭外労働に対処するため福祉の観点から設立された保育施設である。女
子修道会はこれらの施設を数多く運営していた。とくにサル・ダジールは、しだいに就学前
の教育施設として期待され、「福祉と教育」双方の性質を併せ持つようになる。1881年にサル・
ダジールはエコール・マテルネルと名称を改め、公教育省の管轄となった。このように、福
祉が教育に取り込まれてゆく過程を、認可修道会の愛徳姉妹会に着目して考察している。分
析の結果、初等教育施設として扱われたエコール・マテルネルとは対照的に、福祉施設のク
レシュは世俗化の対象にはならなかったことが判った。愛徳姉妹会は福祉と教育を兼ね備え
た施設を数多く運営していたため、1904年の修道会教育禁止法の施行後も施設は直ちに閉鎖
対象とはならず、閉鎖命令が出ても一部閉鎖にとどまるという適用を受けたのは、慈善施設
を併設していたことによるだろう。 
 第３章では病院の世俗化に着目している。とくに、アウグスティノ会と愛徳姉妹会が奉仕
する病院の世俗化の様子を検討した。また、アシスタンス・ピュブリーク（公的な救貧事業）
傘下の病院の世俗化が完了したあとも、修道女たちには新たな活躍の場が与えられているこ
とも解明された。修道会の排除が公的な場のみを対象とし、世俗看護師の養成が遅れたこと
もあって、フランス国内でもっとも世俗化が激しい時期ですら、私立病院のみならずアシス
タンス・ピュブリーク傘下の病院にも修道女が奉仕する余地があり、第一次大戦が始まると
陸軍病院など、看護修道女の活動の場はさらに広がったのである。 
 終章は結論部である。学校という場をめぐって展開された共和国と教会のモラル・ヘゲモ
ニー争いとは様相を異にし、孤児院・保育施設・病院などでは、相対的に緩やかな世俗化過
程が進行していたことが明らかになった。第三共和政府による修道会の規制は、教育修道会
には打撃であったが、援助と教育の双方を担う女子修道会の慈善施設と、そこで働く修道女
の活動については大目に見られていた。 
試問では、ケアレスミスや硬い訳語があったという指摘とともに、内容に関する質問（修
道会とローマ教皇庁との関係、社会構造の変容と修道会の対応、教員・保育士・看護師の国
家資格化という趨勢と修道会の有様）や、なぜ共和国は世俗化に固執したのかという本質的
な質問が出されたが、本論文は第三共和政前期の共和国と教会の関係史において、福祉や医
療へと考察を広げることで、教育の場を中心に論じられてきた従来の歴史像（共和国と教会
が激しい抗争を繰り広げ、修道会が一掃）に修正をもたらした。これが本論文の何よりの学
術的な寄与である。なお、第２章は 2017年度の日本西洋史学会報告を元に作成され、３つの
章の骨格をなす論考は『寧楽史苑』と本学人間文化研究科の紀要に掲載済みである。 
よって、本学位申請論文は、奈良女子大学博士（文学）の学位を授与されるに十分な内容
を有していると判断した。 
